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1
本紙は、多くの自治会・管理組合等の皆様のご協力により各戸配布されています。

住みよいまちづくりのため各自治会への加入もお願いいたします。自治会加入に関しては、稲城市
役所総務部総務契約課総務係までお問い合わせください。（電話 378-2111）

会 加 お員 入 願の い

　社協会員とは、地域福祉の推進に賛同し、社協
の事業を資金面で支えてくださる方です。市民の
皆様から社協会員として賛助金をいただくこと
が、福祉の制度に頼らない地域の支
え合い・たすけあいを実現するため
の大きな力になっています。是非と
もご協力をお願いします。

社協の会員と賛助金 賛助金（旧会費）の支払い方法

①�例年、自治会を通じてお支払いいただいている
方は、引き続き同じ方法でお願いいたします。
②�自治会未加入など①の方法が難しい方は、下の
払込取扱票で郵便局からお振り込みください。
　（振込手数料はかかりません）
③�社会福祉協議会の窓口でのお支払
いもできます。

今だからこそ今だからこそ地域福祉への貢献を地域福祉への貢献をお願お願いいしますします
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★ふれあいセンターの運営

★広報紙の発行

★ハンディキャブの運行

★ボランティア活動の推進

「地域の縁側」として、いざという
時に声をかけ合えるご近所のつな
がりをサポートします。

当協議会が実施する事業や福祉に
関する情報などをお知らせします。

歩行が困難な方などの大切な移動
手段として、車いすごと乗ること
ができる車両を運行しています。

各種ボランティア養成講座やボラ
ンティアグループの活動支援など
を行います。

　社会福祉法に基づき、全国の都道府県
と市区町村にそれぞれ組織
されている公共性の高い非
営利の民間団体です。

　多くの皆さまの参加と協力に支えられ、
地域の支え合いや子育て支援、高齢者・
障害者福祉、ボランティア活動など、地域
の実情に応じた柔軟で幅広い福祉活動を
行っています。

社会福祉協議会とは 稲城市社会福祉協議会では

　このような活動を続けていくためには、会員の皆様の賛助金が欠かせませんが、年々その額は減少
しています。ぜひ、ご協力をお願いいたします。

　税額控除対象法人になるための取り組みとして会員規程を改正し、平成30年度から「会費」を
「賛助金」に名称変更しました。税額控除対象法人になると、一定額以上の「賛助金（=寄附金）」
を支出した方は、税制上の優遇措置（所得税の税額控除）が受けられます。

賛助金賛助金のの使いみち使いみち旧会費

check

少し先の話ですが…少し先の話ですが…
（2023年を目途に）（2023年を目途に）



(担当：大西 純)

≪会員募集中≫
　市内在住の６０歳以上の健康で働く意欲のある方は大
歓迎です。現在約６００名の会員が市内各所で働いてい
ます。会員になって生き甲斐のある生活を満喫しません
か？まずは入会説明会にご出席ください。

○毎月第2火曜日午後1時30分開始
公益社団法人 稲城市シルバー人材センター

稲城市東長沼2112－1 地域振興プラザ3階  ☎377－2212

稲城長沼駅3分 稲城市東長沼568-11 HPビル2F（代表）藤後淳一
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　新型コロナウイルスの影響により収入が減少し、生活資金にお困りの方に向けた、緊急小口資金・総合支援資金
の特例貸付を行っております。

緊急小口資金

対象者
新型コロナウイルスの影響を受け、休業等により収入の減少があり、緊急かつ一時的な生計維持
のための貸付を必要とする世帯

内　容 貸付上限額：20 万円　据置期間：１年以内　償還期限：２年以内

総合支援資金

対象者
新型コロナウイルスの影響を受け、収入の減少や失業等により生活に困窮し、日常生活の維持が
困難となっている世帯

内　容
貸付上限額：２人以上世帯 月額 20 万円以内、単身世帯 月額 15 万円以内
貸付期間：３ヶ月以内　据置期間：１年以内　償還期限：10 年以内

※�緊急小口資金と総合支援資金は同月借入できません。緊急小口資金の借入を行った後、なお継続的に資金が必要となったと
きに総合支援資金の受付を行うこととなります。

必要書類
　①住民票の写し（世帯全員が記載されたもので、発行後３ヶ月以内のもの）
　②本人確認書類（運転免許証、健康保険証、パスポート、住基カード 等）
　③預金通帳（振込口座の名義、口座番号がわかるもの）
　④印鑑
　※�総合支援資金の特例貸付申込にあたっては、緊急小口資金が振り込まれた通帳をお持ちいただくことで、上記①・②の書

類は不要となります。
　※�住民票交付手数料は、今回の貸付のために住民票を使用する場合は無料となります。

貸付期間の延長
　�　総合支援資金（特例貸付）貸付期間の３ヶ月目において、引き続き、新型コロナウイルスの影響による収入の

減少や失業等により生活に困窮し、日常生活の維持が困難となっている世帯の貸付期間を３ヶ月以内の範囲で延
長することとしています。

申込期限
　令和２年９月末
　※償還時において、なお所得の減少が続く住民税非課税世帯の償還を免除することができることとしています。

◆ 詳細は、当協議会貸付担当までお問い合わせください。☎ 401–5294

新型コロナウイルスの影響により収入が減少し、生活資金にお困りの皆様へ新型コロナウイルスの影響により収入が減少し、生活資金にお困りの皆様へ

　大石建設株式会社 大栄会様から、当協議会に
1,000,000 円のご寄付をいただきました。
　心温まるご寄付は、地域福祉のために大切に活
用させていただきます。

ありがとうございますありがとうございます

大石社長（右）と石井会長▶



ボランティア情報

令和 2年
（2020年）

発　行：社会福祉法人 稲城市社会福祉協議会　ボランティアセンター　Eメール：vc@inagishakyo.org 
所在地：東京都稲城市百村7番地　稲城市福祉センター内／電話：042－378－3800（直通）／FAX：042－378－4999
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外国人技能実習生応援施設

外国人技能実習生を介護施設に紹介しています
募集！募集！～「外国人の技能実習の適正な実施及び技能

 　 実習生の保護に関する法律」に基づく事業 ～

※建設業・工場関係等の会社様もぜひご検討ください。

http://revecare.com　　 info＠revecare.com

東京都八王子市めじろ台 2-21-16
株式会社リーブケア

☎042-673-7115

問合せ

担当：大久保
（080-7953-1737）
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
か
ら
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
手
作
り

品
を
販
売
し
、
そ
の
販
売
収
益
を
稲
城
市
内
の

福
祉
活
動
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

募
集
す
る
品
物

　

手
作
り
の
雑
貨
…
マ
ス
ク
、マ
ス
ク
ケ
ー
ス
、

布
バ
ッ
グ
、
ポ
ー
チ
、
根
付
、
フ
ェ
ル
ト
小
物
、

眼
鏡
チ
ェ
ー
ン
、
キ
ー
ケ
ー
ス
、
学
校
で
使
う

袋
も
の
（
レ
ッ
ス
ン
バ
ッ
グ
、
給
食
袋
、
上
履

き
入
れ
な
ど
）
等

受
付
場
所

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
又
は
エ
イ
ト
ピ
ア
工
房

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
延
期
し
て

い
た
「
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

ポ
イ
ン
ト
交
換
手
続
き
の
出
張
受
付
を
実
施
し

ま
す
。
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
２
年
３

月
31
日
ま
で
の
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
手
帳

に
押
印
さ
れ
た
活
動
ス
タ
ン
プ
を
、
評
価
ポ
イ

ン
ト
に
交
換
し
ま
す
。
活
動
ス
タ
ン
プ
10
個
未

満
は
対
象
外
で
す
。
ま
た
交
付
金
を
希
望
さ
れ

な
い
方
は
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

出
張
受
付
手
続
き
方
法

▽�

受
付
期
間　

８
月
20
日
㈭
か
ら
11
月
30
日
㈪

ま
で

　

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

　

※�

ポ
イ
ン
ト
交
換
と
新
し
い
手
帳
の
発
行
を

行
い
ま
す
。

▽�

場
所　

エ
イ
ト
ピ
ア
工
房
（
平
尾
１–

９–

１

複
合
施
設
ふ
れ
ん
ど
平
尾
内
）

▽
時
間　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

▽�

持
ち
物　

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
手
帳
・

印
鑑
・
交
付
金
振

込
先
口
座
を
確
認

で
き
る
も
の
（
通

帳
な
ど
）

未
使
用
の
布
マ
ス
ク
を
募
集
し
て
い
る
「
め
ぐ

る
マ
ス
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
も
併
せ
て
実
施
中

で
す
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
マ
ス
ク
は
地
域
福

祉
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
う
ち
で
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

お
う
ち
で
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
手
作
り
品　
大
募
集

　
手
作
り
品　
大
募
集
！！

出
張
受
付
を
実
施
し
ま
す

出
張
受
付
を
実
施
し
ま
す

「
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
ティ
ア
」

「
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
ティ
ア
」

ポ
イ
ン
ト
交
換
手
続
き

ポ
イ
ン
ト
交
換
手
続
き
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目
の
不
自
由
な
方
へ

　
点
訳
・
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

の
ご
協
力
に
よ
り「
点
訳
物
」「
音
訳
Ｃ
Ｄ
」

を
無
料
で
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

プ
チ
ハ
ン
ズ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

が
講
師
と
な
り
、
月
１
回
行
っ
て
い
る

手
芸
の
講
習
会
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
実
施

し
た
う
え
で
、
９
月
23
日
㈬
か
ら
再
開

し
ま
す
。
安
全
に
開
催
す
る
た
め
、
事

前
申
込
制
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状

況
に
よ
り
、
中
止
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

今
回
は
「
柿
」
を
作
り
ま
す
。

▽�

日
時　

９
月
23
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

※
受
付　

午
後
１
時
か
ら

▽
会
場　

福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

▽�

持
ち
物　

裁
縫
道
具

　

※
材
料
費
が
若
干
か
か
り
ま
す
。

　

事
前
申
し
込
み
制
に
な
り
ま
す
。
参

加
希
望
の
方
は
受
付
期
間
中
に
お
電
話

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な
い
ぞ
！
」

の
気
持
ち
を
込
め
て
、
お
互
い
を
元
気
づ

け
る
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
エ
ー
ル
」
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
い
た
だ
い
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
、
社
協
だ
よ
り
な
ど
の
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
・
ツ

イ
ッ
タ
ー
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽�

募
集
テ
ー
マ　

私
か
ら
み
ん
な
へ
～

励
ま
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～
（
絵
や
絵

手
紙
で
も
Ｏ
Ｋ
）／
教
え
て
く
だ
さ
い　

お
う
ち
時
間
の
過
ご
し
方

▽�

応
募
方
法　

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
、
氏

名
（
イ
ニ
シ
ャ
ル
で
掲
載
。
ペ
ン
ネ
ー

ム
可
）、
年
齢
、
連
絡
先
を
明
記
の
上
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ま
で
郵
送
も

し
く
は
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。
様
式
は
自
由
で
す
。

※�

連
絡
先
は
掲
載
し
ま
せ
ん
。
内
容
に
確

認
事
項
が
生
じ
た
場
合
、
ご
連
絡
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●�

詳
細
は
当
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
広

報
」よ
り
ふ
れ
あ
い
通
信
８
月
号
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

も
み
の
木
食
堂（
若
葉
台
）

も
み
の
木
食
堂（
若
葉
台
）

　

子
ど
も
食
堂
と
し
て
の
役
割
の
他
に
、

子
育
て
中
の
親
子
や
シ
ニ
ア
の
方
な
ど
が

集
う
食
堂
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す
。

▽�

場
所　

も
み
の
木
保
育
園
若
葉
台
（
若

葉
台
１–

54
）

▽�

活
動
日　

月
に
１
回
程
度
、
午
後
３
時

か
ら
午
後
８
時
ご
ろ
ま
で

▽�

内
容　

準
備
、
調
理
、
配
膳
、
片
付
け

な
ど

▽�

問
い
合
わ
せ　

も
み
の
木
保
育
園
若
葉

台
350–

6
3
0
0（
担
当　

田
中
）

※�

昼
食
代
程
度
の
謝
礼
を
支
給
（
詳
細
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽�

申
し
込
み
受
付
期
間

　

８
月
31
日
㈪
～
９
月
16
日
㈬

▽
定
員　

20
名
（
先
着
順
）

　

※�

マ
ス
ク
の
着
用
と
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

378–

3
8
0
0

　

児
童
養
護
施
設
に
入
所
し
て
い
る
概
ね

２
歳
～
18
歳
の
お
子
さ
ん
を
、
週
末
や
長

期
休
暇
中
に
数
日
間
ご
自
宅
で
お
預
か
り

い
た
だ
け
る
ご
家
庭（
フ
レ
ン
ド
ホ
ー
ム
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
（
福
）六
踏

園　

調
布
学
園　

フ
レ
ン

ド
ホ
ー
ム
担
当
（
調
布
市

富
士
見
町
３–

18–

１
）

042–

483–

７
６
１
１

み
ん
な
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ「
エ
ー
ル
」

み
ん
な
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ「
エ
ー
ル
」

募　

集

募　

集

これまでいただいたエール

フ
レ
ン
ド
ホ
ー
ム

フ
レ
ン
ド
ホ
ー
ム

□□
プ
チ
ハ
ン
ズ

プ
チ
ハ
ン
ズ
□□
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⑴�

モ
デ
ル
地
区
に
お
け
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
ク
（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）」
機
能

の
確
立
に
向
け
た
事
業
の
継
続
実
施

　

モ
デ
ル
地
区
の
矢
野
口
地
区
を
中
心
に
、

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
積
極
的
に
行
う
中
で
見
え

て
き
た
、
誰
で
も
自
由
に
参
加
で
き
る
住
民

の
た
め
の「
地
域
の
居
場
所
」を
増
や
す
た
め
、

新
た
な
サ
ロ
ン
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
既
存

の
サ
ロ
ン
に
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
て
運
営
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
並
行

し
て
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
が
地
域
の
福
祉

拠
点
と
な
る
よ
う
、
多
世
代
向
け
イ
ベ
ン
ト

の
実
施
等
の
企
画
、
運
営
支
援
を
行
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
市
内
子
ど
も
食
堂
を
運
営
す
る
社

会
福
祉
法
人
及
び
団
体
と
の
情
報
交
換
会
を

開
催
し
、
実
施
内
容
、
現
状
及
び
課
題
に
つ

い
て
話
し
合
い
、
連
携
を
深
め
ま
し
た
。

　

個
別
支
援
に
お
い
て
は
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
及
び
社
協
内
か
ら
の
支
援
要
請
に

よ
り
、
ゴ
ミ
屋
敷
、
介
護
負
担
増
に
よ
り
経

済
的
に
困
窮
す
る
な
ど
重
層
的
な
生
活
課
題

を
抱
え
る
世
帯
の
支
援
等
を
行
い
ま
し
た
。

⑵
会
員
拡
充

　

自
治
会
連
合
会
連
絡
協
議
会
を
開
催
し
、

社
協
事
業
の
説
明
と
会
員
募
集
へ
の
協
力
を

依
頼
し
ま
し
た
が
、
新
た
に
ご
協
力
い
た
だ

け
る
自
治
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

自
治
会
連
合
会
連
絡
協
議
会
で
は
、
会
員

数
の
減
少
傾
向
が
続
く
中
、
社
協
か
ら
自
治

会
に
支
出
し
て
い
る
地
域
福
祉
事
業
推
進
費

に
つ
い
て
見
直
し
の
提
案
が
出
さ
れ
、
今
後

の
検
討
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

会
員
総
数
に
つ
い
て
は
、
会
員
数
及
び
会

費
額
の
合
計
は
、
平
成
29
年
度
と
比
較
す
る

と
そ
れ
ぞ
れ
１
．８
％
、
１
．９
％
減
少
し
ま

し
た
。

⑶
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
の
推
進

　

８
か
所
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
、
そ
れ

ぞ
れ
地
域
の
実
情
、
地
域
住
民
が
希
望
す
る

こ
と
な
ど
を
中
心
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

と
も
に
検
討
し
、
健
康
や
生
活
に
役
立
つ
講

座
、
季
節
の
行
事
な
ど
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
の
８
か
所
の
利
用
者
総
数
は
、

前
年
度
か
ら
２
．１
％
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
に

伴
い
、
３
月
は
全
て
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

が
休
止
し
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
介
護
予
防
体
操
や
介
護
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
を
利
用
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
等
に
参
加
す
る
高
齢
者
が
多
く

い
る
中
、
体
力
が
低
下
し
て
い
る
が
外
出
し

た
い
、
認
知
症
予
防
に
誰
か
と
話
が
し
た
い

等
の
相
談
を
受
け
、
虚
弱
傾
向
に
あ
る
高
齢

者
を
対
象
と
し
た
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
利
用

に
つ
い
て
協
議
を
し
ま
し
た
。

⑷
地
域
の
「
居
場
所（
交
流
の
場
）」
の
支
援

　

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
推
進
事
業

の
要
綱
を
制
定
し
、
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

活
動
費
助
成
の
ほ
か
、
立
ち
上
げ
の
相
談
支

援
、
参
加
者
の
傷
害
保
険
の
加
入
、
周
知
用

の
旗
の
貸
与
な
ど
、
地
域
の
居
場
所
の
積
極

的
な
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
推
進

と
合
わ
せ
て
支
援
を
行
っ
た
結
果
、
地
域
の

居
場
所
は
、
昨
年
度
か
ら
７
件
増
加
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
支
援
の
一
つ
と
し
て
、
登
録
サ
ロ

ン
の
他
に
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
加
え
、
サ
ロ
ン

活
動
者
同
士
の
交
流
を

図
る
サ
ロ
ン
交
流
会
を

企
画
し
ま
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

感
染
拡
大
防
止
の
た
め

中
止
と
し
ま
し
た
。

⑸
「
ひ
き
こ
も
り
」の
状
態
に
あ
る
方
へ
の
支
援

　

障
害
者
相
談
支
援
事
業
で
は
、
従
来
の
相

談
支
援
と
と
も
に
「
ひ
き
こ
も
り
」
の
方
へ

の
支
援
を
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。「
ひ

き
こ
も
り
」
に
関
す
る
相
談
件
数
は
徐
々
に

増
え
、
需
要
が
増
え
て
い
る
現
状
で
す
。

　

平
成
31
年
４
月
に
、
ひ
き
こ
も
り
家
族
会

「
ぽ
の
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

１
年
間
を
通
し
て
一
定
数
の
参
加
が
あ
り
、

勉
強
会
、
交
流
会
の
実
施
等
に
関
す
る
予
算

面
で
の
支
援
の
ほ
か
、
運
営
面
で
の
ア
ド
バ

イ
ス
等
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
、
家
族
会
が

安
定
的
に
運
営
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
自
主
運
営
に
む
け
た
支
援
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

　

障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ひ
き
こ
も
り
の
方
の
居
場
所
「
と
ま
り
ぎ
」

の
開
催
を
継
続
的
に
す
す
め
、
今
年
度
か
ら

会
場
を
変
え
、
月
２
回
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
ま
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
も
、
参
加
し

や
す
く
、
心
地
よ
い
環
境
で
あ
る
よ
う
に
配

慮
し
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
協
議
を
重
ね
模
索
し

な
が
ら
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
参

加
者
は
昨
年
度
よ
り
増
加
し
、
定
着
し
て
い

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
同
時
に
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
（
訪
問
活
動
）
を
行
い
、
個
々
の
状
況
に

合
わ
せ
た
支
援
を
継
続
的
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。「
と
ま
り
ぎ
」
に
つ
い
て
は
、
全
国
ひ
き

こ
も
り
家
族
会
季
刊
誌
に
特
集
記
事
「
注
目

す
る
取
り
組
み
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

家
族
会
「
ぽ
の
」
及
び
「
と
ま
り
ぎ
」
は
、

制
度
の
狭
間
に
あ
る
困
り
ご
と
を
抱
え
、
支

援
を
必
要
と
し
て
い
る
方
々
か
ら
の
相
談
か

ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。
今
年
度
２
つ
の
実

施
形
態
を
確
立
で
き
た
こ
と
は
社
会
資
源
を

創
出
し
た
こ
と
に
繋
が
り
、
大
き
な
成
果
で

あ
っ
た
と
捉
え
ま
す
。

⑹
新
た
な
商
品
の
開
発

　

昨
年
度
、
食
品
乾
燥
機
を
購
入
し
、
今
年

度
は
「
乾
燥
果
実
」「
乾
燥
野
菜
」
等
の
製
品

化
を
目
指
し
、
ド
ラ
イ
梨
、
切
り
干
し
大
根
、

干
し
椎
茸
、
野
草
茶
の
製
作
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　

東
京
南
農
業
協
同
組
合
稲
城
地
区
青
壮
年

部
か
ら
委
託
を
受
け
稲
城
市
の
特
産
品
で
あ

る
梨
を
「
ド
ラ
イ
梨
」
と
し
て
市
民
ま
つ
り

で
販
売
し
、
完
売
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

農
家
か
ら
数
多
く
の
梨
を
い
た
だ
き
、
収
益

を
利
用
者
工
賃
へ
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、「
ど
く
だ
み
茶
」「
柿
の
葉
茶
」「
桑

の
葉
茶
」
と
い
っ
た
野
草
茶
の
製
作
を
試
み

ま
し
た
。
中
で
も
「
ど
く
だ
み
茶
」
は
一
定

の
売
り
上
げ
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新
た
な
商
品
と
し
て
取
り
組
ん
だ
乾
燥
物
の

製
品
は
、
乾
燥
機
の
容
量
に
限
り
が
あ
り
大

量
生
産
が
難
し
い
課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た

が
、
年
間
を
通
し
て
約
13
万
５
千
円
の
収
益

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

⑺�「
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
り
組
み
」
の

実
施

　

社
会
福
祉
法
人
に
社
会
貢
献
事
業
（
地
域

に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
）
の
実
施
が
責
務

と
し
て
規
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
当
協

議
会
に
お
い
て
も
令
和
元
年
度
よ
り
「
子
ど

  
令
和
元
年
度
事
業
と
決
算
の
概
要
を
報
告
し
ま
す

令
和
元
年
度
事
業
と
決
算
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
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相談の種類 内　　容 日　程 時　間 予約

心配ごと相談 民生・児童委員が生活の中で困っている
こと、悩んでいることをうかがいます。

毎月
第１・３水曜日 10：00～12：00 不要

高齢者・障害者の
ための法律相談

弁護士が権利擁護に関する相談をお受け
します。

毎月
第３水曜日 13：30～15：30 要

ピアカウンセリング 同じ障害を持つ相談員が「仲間」として、
悩み事をうかがいます。 予約時に日程はご相談ください。 要

ひとり親家庭
カウンセリング相談

カウンセラーがひとり親家庭の方を対象
にしたカウンセリングを行います。

毎月
第２・４土曜日 13：00～16：00 要

心の悩み相談 相談支援専門員が心の悩みやひきこもりの
生活で悩んでいることをうかがいます。 予約時に日程はご相談ください。 要

※相談で伺ったプライバシーに関する秘密は厳守します。※相談はすべて無料です。

相談場所：稲城市福祉センター（百村７番地）１階　第１相談室
予約先：稲城市社会福祉協議会 ☎042－378－3366 ＦＡＸ 042－378－4999

稲城市社会福祉
協議会専門相談

も
の
居
場
所
・
く
れ
ば
！
」
を
東
保
育
会
と

永
明
会
と
の
共
同
事
業
と
し
て
始
め
ま
し
た
。

　

毎
月
第
２
木
曜
日
を
「
学
習
支
援
の
日
」、

第
４
木
曜
日
を
「
学
習
支
援
・
子
ど
も
食
堂
・

交
流
の
場
（
三
機
能
の
日
）」
と
し
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
駒
沢
女
子
大
学
の
学
生
、
ま
た
、

地
域
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら

実
施
し
、
中
で
も
三
機
能
の
日
に
は
、
毎
回

十
数
名
の
子
ど
も
た
ち
の
参
加
が
あ
り
、
夜

の
８
時
過
ぎ
ま
で
元
気
な
声
が
聞
こ
え
て
い

ま
し
た
。

⑻�「
稲
城
市
社
会
福
祉
法
人
連
絡
協
議
会
」
の

取
り
組
み
の
充
実

　
「
稲
城
市
社
会
福
祉
法
人
連
絡
協
議
会
」
は

平
成
30
年
度
に
市
内
の
13
法
人
で
組
織
化
し
、

当
協
議
会
が
事
務
局
を
担
い
、
法
人
間
の
連

絡
と
情
報
共
有
が
円
滑
に
す
す
む
よ
う
努
め

ま
し
た
。

　

各
法
人
に
お
い
て
は
、
人
材
確
保
（
求
人
）

が
常
に
大
き
な
課
題
と
さ
れ
て
お
り
、
令
和

元
年
度
に
は
東
京
都
社
会
福
祉
協
議
会
と
連

絡
協
議
会
の
共
催
に
よ
る
「
福
祉
の
し
ご
と　

相
談
・
面
接
会
」
を
９
月
に
実
施
し
、
更
に

２
月
に
も
連
絡
協
議
会
単
独
で
「
福
祉
の
し

ご
と
相
談
会
」
を
開
催
し
、
延
べ
38
名
の
参

加
者
が
あ
り
、
８
名
の
方
が
い
ず
れ
か
の
法

人
に
就
職
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
日
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
「
働

き
方
改
革
」
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
「
講

演
会
」
を
予
定
し
ま
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
中
止
と

し
、
各
法
人
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
、
新
年
度

に
再
検
討
を
行
う
予
定

で
す
。

決　算　の　概　要
◦ 資金収支計算書（法人全体） ◦ （単位：円）

科　　目 予算 決算 差異
事業活動収入 437,235,650 415,390,406 21,845,244
事業活動支出 464,201,367 433,749,070 30,452,297
収支差額 ▲ 26,965,717 ▲ 18,358,664 ▲ 8,607,053

施設整備等収入 0 0 0
施設整備等支出 3,483,000 2,271,896 1,211,104
収支差額 ▲ 3,483,000 ▲ 2,271,896 ▲ 1,211,104

その他の活動収入 40,288,000 40,913,752 ▲ 625,752
その他の活動支出 17,804,000 17,312,201 491,799
収支差額 22,484,000 23,601,551 ▲ 1,117,551

予備費支出 500,000 0 500,000
当期資金収支差額合計 ▲ 8,464,717 2,970,991 ▲ 11,435,708
前期末支払資金残高 14,332,000 56,745,366 ▲ 42,413,366
当期末支払資金残高 5,867,283 59,716,357 ▲ 53,849,074

◦ 貸借対照表（法人全体） ◦ （単位：円）

科　　目 元年度末 30年度末 増減
流動資産 120,717,695 111,163,589 9,554,106
固定資産 300,808,241 331,621,119 ▲ 30,812,878
基本財産 1,000,000 1,000,000 0
その他の固定資産 299,808,241 330,621,119 ▲ 30,812,878
資産の部合計 421,525,936 442,784,708 ▲ 21,258,772

流動負債 60,790,870 54,242,708 6,548,162
固定負債 157,540,078 185,064,470 ▲ 27,524,392

負債の部合計 218,330,948 239,307,178 ▲ 20,976,230
基本金 1,000,000 1,000,000 0
基金 14,735,577 14,735,337 240
国庫補助金等特別積立金 19,009,017 24,762,579 ▲ 5,753,562
その他の積立金 90,130,970 86,238,869 3,892,101
次期繰越活動収支差額 78,319,424 76,740,745 1,578,679

純資産の部合計 203,194,988 203,477,530 ▲ 282,542
負債及び純資産の部合計 421,525,936 442,784,708 ▲ 21,258,772

収入合計 415,390,406円

支出合計 433,749,070円

令和元年度収入支出概要
（資金収支計算書事業活動収支）

事業費
11.0%

障害福祉
サービス等事業
41.2％

補助金
33.1％

受託金
15.0％

就労支援事業
2.0％
事業収入
2.5％

会費1.3%
寄付金0.6%

その他4.3%

事務費6.4%
その他0.3%

助成金
2.4%

就労支援事業2.0%

人件費
77.9%

収入合計 415,390,406円

支出合計 433,749,070円

令和元年度収入支出概要
（資金収支計算書事業活動収支）

事業費
11.0%

障害福祉
サービス等事業
41.2％

補助金
33.1％

受託金
15.0％

就労支援事業
2.0％
事業収入
2.5％

会費1.3%
寄付金0.6%

その他4.3%

事務費6.4%
その他0.3%

助成金
2.4%

就労支援事業2.0%

人件費
77.9%

心温まるご寄付に心温まるご寄付に心温まるご寄付に感謝いたします感謝いたします感謝いたします

合計：1,370,812円

当協議会への寄付金は、所得税の寄付金控除及び個人住民税（市民
税・都民税）の寄付金税額控除の対象になります。
※ご了解いただいた方のみお名前を掲載しています。

物品寄付者 （敬称略）
明治神宮崇敬会稲城支部婦人部 　高野栄七 　福島利光
うでっこきの会 　瀬田康乃 　原島幸重 　株式会社冨永農場
若葉台ワーズワースの丘自治会 　匿名7件

お
知
ら
せ

令和２年４月１日から令和２年７月20日まで

寄 付 者 （敬称略）
稲城市商工会会員 山道晃次 　大石建設株式会社 大栄会 　大丸自治会
上杉静雄 　遠藤四郎 　中村達也 　山川常雄 　匿名8件

寄付の方法は３つあります。
①窓口持参 ②振込 ③口座引落し

※新しい寄付の方法として口座引落しがで
きるようになりました。詳細はお問合せ
ください。
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助
成
金
情
報

　

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
と
は
地
域

の
中
で
誰
も
が
気
軽
に
集
ま
り
、
い
ろ
い
ろ

な
活
動
を
楽
し
み
な
が

ら
、
人
と
人
を
結
ぶ
ふ

れ
あ
い
の
場
と
し
て
地
域

の
皆
さ
ん
が
運
営
す
る
地

域
の
居
場
所
で
す
。
当
協

議
会
で
は
、
地
域
福
祉
を

推
進
す
る
た
め
に
、
サ
ロ

ン
活
動
を
支
援
し
て
い
ま

す
。

サ
ロ
ン
活
動
を
始
め
た
い
方
は

　

今
年
度
の
説
明
会
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
立

上
げ
に
つ
い
て
は
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

サ
ロ
ン
活
動
を
行
っ
て
い
る
方
は

　

所
定
の
申
請
書
類
（
当
協
議
会
窓
口
で
配

布
す
る
ほ
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）
で
登
録
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
審
査

に
よ
り
登
録
決
定
さ
れ
た
サ
ロ
ン
は
次
の
支

援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

●

登
録
サ
ロ
ン
で
あ
る
こ
と
を
示
す
旗
の
貸
与

●

サ
ロ
ン
参
加
者
傷
害
保
険
加
入

●

サ
ロ
ン
交
流
会
の
開
催

●

社
協
だ
よ
り
な
ど
で
の
広
報

●

サ
ロ
ン
活
動
助
成
金
の
交
付

助
成
内
容

ス
タ
ー
ト
活
動
費
助
成

【
要
件
／
金
額
】

昨
年
度
又
は
今
年
度
に
サ
ロ
ン
活
動
を
開
始

し
た
か
開
始
を
予
定
す
る
団
体
／
２
万
円

活
動
費
助
成

【
要
件
／
金
額
】

活
動
回
数
月
１
回
以
上
／
２
万
円

活
動
回
数
週
１
回
以
上
／
５
万
円

登
録
申
請
に
つ
い
て

【
受
付
期
間
】

９
月
10
日
㈭
か
ら
年
度
末
ま
で

※�

た
だ
し
、
当
協
議
会
の
予

算
に
達
し
た
時
点
で
終
了

し
ま
す
。

【
申
請
方
法
】

電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
よ
る
令
和
２
年
度
地
域
配
分（
B
配
分
）

　

市
内
で
集
め
ら
れ
た
募
金
を
活
用
し
て
、
地
域
性
の
高
い

施
設
・
団
体
が
行
う
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
の
具
体
的

な
事
業
に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

◆
応
募
資
格　

稲
城
市
内
に
所
在
す
る
地
域
福
祉
の
推
進
を

目
的
と
す
る
事
業
を
行
う
各
種
民
間
社
会
福
祉
施
設
、
団
体

な
ど
。（
事
業
の
開
始
か
ら
１
年
以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と
）

①
児
童
厚
生
施
設　

②
保
育
施
設　

③
障
害
者
の
就
労
及
び

地
域
生
活
支
援
を
行
う
施
設
・
団
体　

④
社
会
福
祉
関
係
通

知
等
に
よ
る
施
設　

⑤
そ
の
他
（
地
域
福
祉
の
推
進
を
目
的

と
す
る
団
体
で
、
稲
城
地
区
配
分
推
せ
ん
委
員
会
に
お
い
て

認
め
ら
れ
た
も
の
）

※�

会
社
法
人
、
学
校
法
人
、
特
殊
法
人
が
運
営
す
る
施
設
は

対
象
外
で
す
。

◆
助
成
対
象
事
業　

令
和
3
年
度
に
実
施
す
る
も
の

①
備
品
整
備
（
利
用
者
の
生
活
の
た
め
の
も
の
）
②
小
破
修
理

（
利
用
者
が
使
用
す
る
建
物
の
扉
、
ト
イ
レ
な
ど
の
小
規
模
な

修
理
）
③
研
修
・
講
習
会
な
ど
（
利
用
者
の
日
常
生
活
訓
練
や

社
会
生
活
訓
練
、
生
活
力
向
上
の
た
め
の
講
習
会
な
ど
）

◆
助
成
金
額　

10
万
円
～
30
万
円

※
助
成
金
額
は
申
請
事
業
費
の
75
％
が
上
限
で
す
。

◆
応
募
方
法　

所
定
の
申
請
書
及
び
必
要
書
類
を
左
記
ま
で

ご
提
出
く
だ
さ
い
。（
要
項
及
び
申
請
書
は
当
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

◆
応
募
締
切　

10
月
30
日
㈮

◆
助
成
の
決
定
及
び
交
付　

助
成
の
可
否
は
稲
城
地
区
配
分

推
せ
ん
委
員
会
の
審
査
に
よ
り
令
和
3
年
3
月
下
旬
に
決
定

し
、
6
月
に
交
付
し
ま
す
。

★�
説
明
会
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る

団
体
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
）

◆
日
　
時　

9
月
17
日
㈭　

午
後
2
時
～
3
時

◆
会
　
場　

福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

東
京
都
共
同
募
金
会
稲
城
地

区
配
分
推
せ
ん
委
員
会
（
事
務
局
：
稲
城
市
社
会
福
祉
協
議

会
地
域
福
祉
係
）
電
話
378–
3
8
0
0

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
推
進
事
業

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
推
進
事
業

令
和
２
年
度
登
録
申
請
受
付
を
開
始
し
ま
す

サ
ロ
ン
登
録
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
地
域
福
祉
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
電
話
378–

3
8
0
0

この旗を見かけましたら、お気
軽に中をのぞいてみてください。


